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( 注 )  何点でも一回限り。11 月まで。
 品物と一緒にお出しくださいませ 品物と一緒にお出しくださいませ

有効期限
2025 年 11 月末まで

お得なクーポン券
夏の汗を残さない。寝具類仕舞い洗い 11月応援企画夏の汗を残さない。寝具類仕舞い洗い 11月応援企画

寒さはすぐそこに！冬支度はじめましょう。寒暖差が激しい秋が終わり一気に寒くなる
季節となりました。冬物衣類の準備、温かい寝具類の準備できていますか。
冬はカーテンの衣替えも。厚手のものに取り替えておきたいですね。断熱や保温機能を
持つカーテンもオススメです。部屋の暖かさを保つには空気を逃さず、外の冷気を入れ
ないことが大切です。冷気は下へ流れるので、カーテンの長さは床すれすれ長めをお勧
めします。
夏物衣類など 1度でも袖を通したものはクリーニング又はメンテナンスしましょう。

【綿・麻製品にしみた汗や皮脂はカビの発生源になりがち !!】
綿や麻などの植物繊維には、カビが発生しやすいものです。
◎皮脂や汗汚れを残しておくとカビが発生しやすくなります
汗の成分には、塩分が最も多く含まれていますが、これは湿気を吸い寄せる性質があ
るため、衣類が常に湿っぽい状態になりやすく、カビが発生する原因になります。
また、植物繊維に含まれるセルロースという成分が、カビを繁殖させる養分になるの
ですが、汗に含まれるタンパク質や皮脂汚れがあるとより一層カビが
発生しやすくなってしまいます。また、保管中の冬の間、石油やガス
などのストーブが大量の蒸気を発生させるため、クローゼットの中が
結露しやすくなりますので、除湿剤などによる湿気対策が必要です。
◎脱色や着色したり、破れやすくなったりします。
カビは、特殊な酵素を出して繊維を分解するので破れやすくなります。また、染料を
分解して脱色したり、黒や黄色などの色素がとれにくいシミになったりするのです。



「お宮参り子供祝着物、
　　　　　古い染み抜き」
全体に時間が経過した黄ばみがあり
ましたが、着用できるまでキレイニ
なりました。

最近の日本の夏は暑く、湿気も多い
ですよね。
そんなこともあってか、お洋服にカ
ビが生えたという相談が増えていま
す。
さらにはカビとシミが同時について
いるお洋服もあります。
キレイに出来るか、店頭にご相談く
ださい。
（なお、防カビ対策
の提案もさせて頂き
ますので、店頭でお
尋ねください。）

日曜日　月曜日

 

カビが発生した
お洋服も
ご相談ください
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